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平
成
30
年
12
月
定
例
会

一
般
会
計
補
正
予
算（
案
）、後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算（
案
）な
ど
12
議
案
の
審
議
を
行
い
原
案
通
り

可
決
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会
提
出
議
案
の「
議
会
傍
聴
規
則
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
」原
案

に
同
意
し
、ま
ん
の
う

町
外
三
ケ
市
町
山
林

組
合
議
会
議
員
、ま
ん

の
う
町
外
三
ケ
市
町

（
七
箇
地
区
）
山
林
組

合
議
会
議
員
の
選
挙

に
つ
い
て
指
名
推
選

を
行
っ
た
。

開
催
期
間   

12
月
４
日
〜
14
日（
11
日
間
）

小規模ため池の現地視察

個人情報に配慮 平成30年度12月補正の主な内容（一般会計）概算

平成30年度12月補正予算（概算）

土地改良事業
　（農道水路管理、小規模ため池防災特別対策） 農林水産業費

災害復旧費土木災害復旧事業
　（現年度道路橋梁、河川災害復旧） 1600万円

3800万円

事 業 名 目的別名 補正予算額

会　計　名 補　正　額 予算総額

一  般  会  計 1億1,400万円 117億1,100万円

特  別  会  計 300万円 2億7,400万円

●
平
成
30
年

12
月
定
例
会

　 

専
決
処
分

　 

即
決
案
件

　 

発
委
即
決
案
件

　 

報
告
第
１
号

専
決
処
分
の
報
告

　（
給
食
費
滞
納
等
の
請
求
事
件
）

　
給
食
費
の
滞
納
者
に
対
し
、
督
促
等

再
三
の
納
付
指
導
を
行
う
も
履
行
が
な

い
た
め
、
支
払
督
促
の
申
し
立
て
を
平

成
30
年
９
月
20
日
付
け
で
、
裁
判
所
に

お
こ
な
っ
た
と
の
報
告
を
受
け
た
。

報
告
第
２
号

　（
給
食
費
滞
納
等
の
請
求
事
件
）

　
給
食
費
等
の
滞
納
者
に
対
し
、
督
促

等
再
三
の
納
付
指
導
を
行
う
も
履
行
が

な
い
た
め
、
３
件
の
支
払
督
促
の
申
し

立
て
を
平
成
30
年
10
月
１
日
付
け
で
、

裁
判
所
に
お
こ
な
っ
た
と
の
報
告
を
受

け
た
。

※

専
決
処
分…

議
会
の
議
決
・
決
定
を
経
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
に
つ
い
て
、
や
む
を
得
な

い
場
合
に
町
長
が
規
定
に
基
づ
い
て
、
自
ら
処

理
す
る
こ
と
。

※

議
案
第
１
号

町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
一
般
職
員
の
給
与
改
定
及
び
特
別
職

の
期
末
手
当
の
引
上
げ
に
準
じ
て
、
期

末
手
当
率
１
０
０
分
の
５
の
引
き
上
げ

改
定
を
行
っ
た
。

議
案
第
４
号

町
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
一
般
職
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
、

給
料
表
の
改
定
を
行
っ
た
。

議
案
第
12
号

平
成
30
年
度
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算 

●
所
管
課
よ
り
主
な
説
明

　
後
期
高
齢
者
保
険
料
の
大
半
は
年
金
か

ら
特
別
徴
収
し
て
お
り
、保
険
料
が
確
定
す

る
ま
で
は
仮
徴
収
と
し
、保
険
料
が
確
定
す

る
７
月
に
精
算
す
る
。仮
徴
収
が
多
か
っ
た

人
は
還
付
、少
な
か
っ
た
人
は
差
額
分
を
納

付
し
て
も
ら
う
。亡
く
な
ら
れ
た
場
合
は
遺

族
の
方
か
ら
請
求
が
出
て
こ
な
い
ケ
ー
ス
も

多
く
再
通
知
し
て
い
る
。年
度
を
過
ぎ
た
も

の
は
、次
年
度
の
歳
出
予
算
か
ら
還
付
す
る

こ
と
に
な
る
た
め
、還
付
金
を
計
上
す
る
も

の
で
あ
る
。

発
委
第
１
号

（
議
会
運
営
委
員
会
提
出
）

町
議
会
傍
聴
規
則
の
一
部
改
正

　
会
議
を
傍
聴
し
よ
う
と
す
る
者
の
住

所
氏
名
及
び
年
齢
の
記
入
を
傍
聴
人
受

付
簿
か
ら
傍
聴
人
受
付
票
に
変
更

し
た
。

議
案
第
２
号

町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の

給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　
一
般
職
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
、

期
末
手
当
率
１
０
０
分
の
５
の
引
き
上

げ
改
定
を
行
っ
た
。

議
案
第
３
号

町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　
平
成
30
年
度
人
事
院
勧
告
、
香
川
県

人
事
委
員
会
勧
告
に
基
づ
い
て
、
国
家

公
務
員
や
他
の
地
方
公
共
団
体
の
職
員

と
の
均
衡
等
を
考
慮
し
、
給
料
表
お
よ

び
諸
手
当
を
改
定
し
た
。

付
託
案
件

　
執
行
部
に
必
要
な
書
類
の
提
出
と
詳
細

な
説
明
を
求
め
、慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
。

町
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

●
所
管
課
よ
り
主
な
説
明

　
平
成
31
年
４
月
か
ら
開
始
予
定
の
証
明

書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、

印
鑑
証
明
書
の
発
行
を
行
う
た
め
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

議
案
第
５
号

教
育
民
生
常
任
委
員
会
付
託
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受
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ら
傍
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受
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変
更

し
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に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　
一
般
職
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
、

期
末
手
当
率
１
０
０
分
の
５
の
引
き
上

げ
改
定
を
行
っ
た
。
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３
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職
員
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給
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に
関
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条
例
の
一

部
改
正

　
平
成
30
年
度
人
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院
勧
告
、
香
川
県

人
事
委
員
会
勧
告
に
基
づ
い
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、
国
家

公
務
員
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他
の
地
方
公
共
団
体
の
職
員

と
の
均
衡
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を
考
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し
、
給
料
表
お
よ

び
諸
手
当
を
改
定
し
た
。

付
託
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件
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に
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と
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細
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を
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め
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重
に
審
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を
行
っ
た
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町
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改
正

●
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管
課
よ
り
主
な
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平
成
31
年
４
月
か
ら
開
始
予
定
の
証
明

書
コ
ン
ビ
ニ
交
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サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、

印
鑑
証
明
書
の
発
行
を
行
う
た
め
条
例
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一
部
を
改
正
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る
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の
で
あ
る
。

議
案
第
５
号

教
育
民
生
常
任
委
員
会
付
託

03  まんのう町議会だより  vol.30 　vol.30  まんのう町議会だより  02

12月定例会12月定例会



教育委員会が入る予定の現仲南支所

付
託
案
件

選
挙

　
執
行
部
に
必
要
な
書
類
の
提
出
と
詳
細

な
説
明
を
求
め
、
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
。

議
案
第
８
号
・
９
号
・
10
号
に
つ
い
て
は
、

教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
も
関
係
す
る
こ

と
か
ら
教
育
民
生
常
任
委
員
会
と
合
同
審

査
を
行
っ
た
。

総
務
常
任
委
員
会
付
託

◆
11
月
15
日
、
県
営
中
山
間
総
合
整
備

事
業
「
片
岡
東
地
区
ほ
場
整
備
」・「
追

上
地
区
集
落
道
整
備
」
の
工
事
現
場
、

小
規
模
た
め
池
防
災
対
策
特
別
事
業

「
三
宅
下
池
」の
現
場
、
町
道
長
谷
吹
砂

古
線
の
状
況
に
つ
い
て
現
地
視
察
を

行
っ
た
。

●地籍調査　●工場立地計画　●農業就業　●農業振興　●公共事業　●農林災害

【
委
員
】
平
成
30
年
度
の
調
査
区
の
説

明
で
４
件
の
再
立
会
の
報
告
を
受
け

た
が
、
こ
れ
は
筆
界
未
定
な
の
か
。

【
地
籍
調
査
課
長
】
筆
界
未
定
で
は
な

い
。
日
程
調
整
し
再
度
、
立
会
を
行
う

事
と
し
て
い
る
。

地
籍
調
査

土
地
の
表
示
に
関
す
る

登
記
情
報
を
正
確
な
も
の
に

工
場
立
地
計
画

中
止
を
決
定

【
委
員
】
道
路
整
備
等
工
事
費
を
３
月

補
正
で
増
額
す
る
の
か
。

【
建
設
土
地
改
良
課
長
】
道
路
整
備
等

に
は
相
当
の
予
算
と
時
間
が
か
か
る
。

一
度
に
予
算
を
増
額
し
短
期
間
で
全

て
を
完
了
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る

が
、
今
後
の
予
算
に
つ
い
て
は
調
査

検
討
す
る
。

公
共
事
業

道
路
整
備
工
事
の
増
額
は

【
委
員
】
農
林
災
害
の
場
合
、
実
施
設

計
は
２
分
の
１
を
町
が
負
担
す
る
が

査
定
設
計
の
場
合
は
全
額
地
元
が
負

担
す
る
の
か
。

【
建
設
土
地
改
良
課
長
】
農
林
災
害
の

査
定
設
計
の
場
合
、
全
額
地
元
負
担

に
な
る
。
町
負
担
に
つ
い
て
調
査
検

討
す
る
。

農
林
災
害

負
担
割
合
は
妥
当
か

【
委
員
】
土
地
利
用
型
担
い
手
農
家
か

ら
ど
の
よ
う
な
意
見
が
出
た
の
か
。

【
農
林
課
長
】
主
に
農
業
機
械
の
補
助

事
業
関
係
や
鳥
獣
害
対
策
に
関
す
る

農
業
振
興

意
見
聴
取
会
の
意
見
は

【
委
員
】
農
業
就
業
を
目
的
と
す
る
移

住
者
に
は
、
ア
パ
ー
ト
等
の
家
賃
が

相
当
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
。
農
業

だ
け
で
は
生
活
が
苦
し
い
こ
と
か
ら

定
住
せ
ず
に
出
て
行
き
、
な
か
な
か

担
い
手
が
見
つ
か
ら
な
い
。
こ
の
実

態
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
う
か
。

【
農
林
課
長
】
１
次
産
業
の
場
合
家
賃

等
の
手
当
制
度
が
未
整
備
で
あ
る
。

借
家
で
あ
れ
ば
家
賃
も
負
担
に
な
り

農
業
を
続
け
た
く
て
も
諦
め
ざ
る
を

得
な
い
現
実
も
あ
る
。
移
住
者
の
最

終
目
的
は
経
営
者
で
あ
り
儲
か
る
農

業
で
あ
る
。
時
間
が
必
要
で
、
経
験

や
知
識
も
必
要
で
あ
る
た
め
雇
用
者

が
ど
こ
ま
で
指
導
で
き
る
か
、
ま
た

資
金
面
や
財
政
面
で
ど
こ
ま
で
負
担

や
支
援
が
で
き
る
か
難
し
い
問
題
で

あ
る
。

農
業
就
業

定
住
施
策
を

建設経済常任委員会

現
場
視
察

【
委
員
】
先
般
の
全
員
協
議
会
で
、
企

画
観
光
課
と
農
林
課
よ
り
、「
吉
野
大

宮
地
区
に
お
け
る
工
場
立
地
計
画
を

進
め
て
い
く
」
と
の
報
告
や
説
明
が

あ
っ
た
が
、
工
場
誘
致
が
中
止
に
な
っ

た
原
因
は
何
か
。

【
農
林
課
長
】
立
地
希
望
企
業
が
、
土

地
の
取
得
に
つ
い
て
事
前
調
査
を
し

た
時
点
で
は
可
能
で
あ
る
と
判
断
し

た
が
そ
の
後
、
地
権
者
と
用
地
取
得

の
交
渉
を
し
た
と
こ
ろ
合
意
に
至
ら

な
か
っ
た
た
め
企
業
が
計
画
を
断
念

し
た
た
め
で
あ
る
。

要
望
で
あ
る
が
、
農
業
以
外
に
も
色
々

な
意
見
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
取
り

ま
と
め
て
何
ら
か
の
機
会
に
お
知
ら

せ
し
た
い
。

片岡東地区ほ場整備（県営中山間事業）
          はぜふきざこ
町道長谷吹砂古線（維持修繕）

ま
ん
の
う
町
外
三
ケ
市
町
山
林
組
合

議
会
議
員
の
選
挙 

指
名
推
選
（
12
名
）
　

　
七
箇  

三
好
　
勝
利
　
氏

　
塩
入  

和
泉
　
光
則
　
氏

　
神
野  

石
﨑
　
賴
久
　
氏

　
真
野  

岩
井
　
　
始
　
氏

　
岸
上  

神
余
　
修
平
　
氏

　
吉
野  

長
野
　
　
陽
　
氏

　
吉
野  

近
藤
　
裕
明
　
氏

　
四
條  

栗
田
　
八
郎
　
氏

　
吉
野
下 

秀
石
　
謙
三
　
氏

　
東
高
篠 

高
木
　
泰
造
　
氏

　
西
高
篠 

白
川
　
昭
一
　
氏

　
公
文  

田
邊
　
幸
彦
　
氏

ま
ん
の
う
町
外
三
ケ
市（
七
箇
地
区
）

山
林
組
合
議
会
議
員
の
選
挙 

　

指
名
推
選
（
13
名
）
　

　
帆
山  

大
西
　
周
一
　
氏

※

選
挙
第
１
号
の
12
名
の
方
に
１
名
の
方
が
加

わ
り
13
名

選
挙
第
１
号

選
挙
第
２
号

塩
入
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
策
定 

●
所
管
課
よ
り
主
な
説
明

　
現
在
の
計
画
に
引
き
続
き
、
林
道
塩
入

三
野
線
舗
装
事
業
の
実
施
を
計
画
す
る
も

の
で
あ
る
。（
平
成
31
年
度
か
ら
平
成
35

年
度
ま
で
の
５
ヵ
年
の
総
合
整
備
計
画
）

議
案
第
６
号

勝
川
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
策
定 

●
所
管
課
よ
り
主
な
説
明

　
引
き
続
き
の
事
業
で
「
林
道
家
六
線
改

良
事
業
」、「
林
道
大
川
真
鈴
線
舗
装
事

業
」
の
実
施
及
び
、除
雪
用
の
小
型
ホ
イ
ー

ル
ロ
ー
ダ
を
配
備
す
る
た
め
「
除
雪
機
整

備
事
業
」
を
計
画
す
る
も
の
で
あ
る
。（
平

成
31
年
度
か
ら
平
成
35
年
度
ま
で

の
５
ヵ
年
の
総
合
整
備
計
画
）

議
案
第
７
号

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算   

●
所
管
課
よ
り
主
な
説
明

　
歳
入
歳
出
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
億
１
３
９
２
万
２
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
１
７
億
１
０
６
０
万
１
千
円
と
し
た
。

議
案
第
11
号

議
案
第
８
号
・
第
９
号
・
第
10
号

　
平
成
30
年
度
末
を
も
っ
て
３
施
設
（
町

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
琴
南
高
齢
者
ふ

れ
あ
い
ラ
ン
ド
・
琴
南
高
齢
者
生
活
福
祉

セ
ン
タ
ー
）
の
指
定
管
理
期
間
が
終
了
す

る
こ
と
か
ら
、
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
36
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
「
社
会
福
祉
法
人
正
友

会
」
を
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
こ

と
に
つ
い
て
審
査
を
行
っ
た
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
３
施
設
に
指
定
管
理
料
は
あ
る

の
か
、
ま
た
協
定
書
の
経
費
の
負
担
区
分

で
指
定
管
理
者
の
負
担
部
分
を
上
げ
る
理

由
は
何
か
。

【
執
行
部
】
琴
南
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
み
委
託
料
を
毎
年
、
計
上
し
て
お

り
今
後
も
同
様
の
措
置
を
と
る
。
ま
た
負

担
部
分
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
昨
今

の
状
況
を
他
と
比
べ
て
の
措
置
で
あ
る
。

◎
財
産
管
理
費
の
増
額

　
庁
舎
散
水
用
ポ
ン
プ
の
修
繕
料

◎
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
業
務
委
託
料
の
増
額

　
仲
南
支
所
へ
の
教
育
委
員
会
移
転
に
伴

　
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
係
構
築
費

◎
工
事
請
負
費
の
増
額

　
仲
南
支
所
改
修
工
事
費
　
等

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
仲
南
支
所
へ
の
教
育
委
員
会
移

転
に
伴
い
改
修
工
事
箇
所
は
ど
こ
な
の
か
。

【
執
行
部
】
工
事
箇
所
は
仲
南
支
所
の
１

階
部
分
で
あ
る
。
主
な
内
容
と
し
て
照
明

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
空
調
及
び
男
子
ト
イ
レ
、

ま
た
、Ｌ
Ａ
Ｎ
配
線
に
伴
う
フ
ロ
ア
ー
面
、

部
屋
の
間
仕
切
り
設
置
等
で
あ
り
、
経
費

と
し
て
は
必
要
最
低
限
で
あ
る
。
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教育委員会が入る予定の現仲南支所

付
託
案
件

選
挙

　
執
行
部
に
必
要
な
書
類
の
提
出
と
詳
細

な
説
明
を
求
め
、
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
。

議
案
第
８
号
・
９
号
・
10
号
に
つ
い
て
は
、

教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
も
関
係
す
る
こ

と
か
ら
教
育
民
生
常
任
委
員
会
と
合
同
審

査
を
行
っ
た
。

総
務
常
任
委
員
会
付
託

◆
11
月
15
日
、
県
営
中
山
間
総
合
整
備

事
業
「
片
岡
東
地
区
ほ
場
整
備
」・「
追

上
地
区
集
落
道
整
備
」
の
工
事
現
場
、

小
規
模
た
め
池
防
災
対
策
特
別
事
業

「
三
宅
下
池
」の
現
場
、
町
道
長
谷
吹
砂

古
線
の
状
況
に
つ
い
て
現
地
視
察
を

行
っ
た
。

●地籍調査　●工場立地計画　●農業就業　●農業振興　●公共事業　●農林災害

【
委
員
】
平
成
30
年
度
の
調
査
区
の
説

明
で
４
件
の
再
立
会
の
報
告
を
受
け

た
が
、
こ
れ
は
筆
界
未
定
な
の
か
。

【
地
籍
調
査
課
長
】
筆
界
未
定
で
は
な

い
。
日
程
調
整
し
再
度
、
立
会
を
行
う

事
と
し
て
い
る
。

地
籍
調
査

土
地
の
表
示
に
関
す
る

登
記
情
報
を
正
確
な
も
の
に

工
場
立
地
計
画

中
止
を
決
定

【
委
員
】
道
路
整
備
等
工
事
費
を
３
月

補
正
で
増
額
す
る
の
か
。

【
建
設
土
地
改
良
課
長
】
道
路
整
備
等

に
は
相
当
の
予
算
と
時
間
が
か
か
る
。

一
度
に
予
算
を
増
額
し
短
期
間
で
全

て
を
完
了
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る

が
、
今
後
の
予
算
に
つ
い
て
は
調
査

検
討
す
る
。

公
共
事
業

道
路
整
備
工
事
の
増
額
は

【
委
員
】
農
林
災
害
の
場
合
、
実
施
設

計
は
２
分
の
１
を
町
が
負
担
す
る
が

査
定
設
計
の
場
合
は
全
額
地
元
が
負

担
す
る
の
か
。

【
建
設
土
地
改
良
課
長
】
農
林
災
害
の

査
定
設
計
の
場
合
、
全
額
地
元
負
担

に
な
る
。
町
負
担
に
つ
い
て
調
査
検

討
す
る
。

農
林
災
害

負
担
割
合
は
妥
当
か

【
委
員
】
土
地
利
用
型
担
い
手
農
家
か

ら
ど
の
よ
う
な
意
見
が
出
た
の
か
。

【
農
林
課
長
】
主
に
農
業
機
械
の
補
助

事
業
関
係
や
鳥
獣
害
対
策
に
関
す
る

農
業
振
興

意
見
聴
取
会
の
意
見
は

【
委
員
】
農
業
就
業
を
目
的
と
す
る
移

住
者
に
は
、
ア
パ
ー
ト
等
の
家
賃
が

相
当
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
。
農
業

だ
け
で
は
生
活
が
苦
し
い
こ
と
か
ら

定
住
せ
ず
に
出
て
行
き
、
な
か
な
か

担
い
手
が
見
つ
か
ら
な
い
。
こ
の
実

態
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
う
か
。

【
農
林
課
長
】
１
次
産
業
の
場
合
家
賃

等
の
手
当
制
度
が
未
整
備
で
あ
る
。

借
家
で
あ
れ
ば
家
賃
も
負
担
に
な
り

農
業
を
続
け
た
く
て
も
諦
め
ざ
る
を

得
な
い
現
実
も
あ
る
。
移
住
者
の
最

終
目
的
は
経
営
者
で
あ
り
儲
か
る
農

業
で
あ
る
。
時
間
が
必
要
で
、
経
験

や
知
識
も
必
要
で
あ
る
た
め
雇
用
者

が
ど
こ
ま
で
指
導
で
き
る
か
、
ま
た

資
金
面
や
財
政
面
で
ど
こ
ま
で
負
担

や
支
援
が
で
き
る
か
難
し
い
問
題
で

あ
る
。

農
業
就
業

定
住
施
策
を

建設経済常任委員会

現
場
視
察

【
委
員
】
先
般
の
全
員
協
議
会
で
、
企

画
観
光
課
と
農
林
課
よ
り
、「
吉
野
大

宮
地
区
に
お
け
る
工
場
立
地
計
画
を

進
め
て
い
く
」
と
の
報
告
や
説
明
が

あ
っ
た
が
、
工
場
誘
致
が
中
止
に
な
っ

た
原
因
は
何
か
。

【
農
林
課
長
】
立
地
希
望
企
業
が
、
土

地
の
取
得
に
つ
い
て
事
前
調
査
を
し

た
時
点
で
は
可
能
で
あ
る
と
判
断
し

た
が
そ
の
後
、
地
権
者
と
用
地
取
得

の
交
渉
を
し
た
と
こ
ろ
合
意
に
至
ら

な
か
っ
た
た
め
企
業
が
計
画
を
断
念

し
た
た
め
で
あ
る
。

要
望
で
あ
る
が
、
農
業
以
外
に
も
色
々

な
意
見
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
取
り

ま
と
め
て
何
ら
か
の
機
会
に
お
知
ら

せ
し
た
い
。

片岡東地区ほ場整備（県営中山間事業）
          はぜふきざこ
町道長谷吹砂古線（維持修繕）

ま
ん
の
う
町
外
三
ケ
市
町
山
林
組
合

議
会
議
員
の
選
挙 

指
名
推
選
（
12
名
）
　

　
七
箇  

三
好
　
勝
利
　
氏

　
塩
入  

和
泉
　
光
則
　
氏

　
神
野  

石
﨑
　
賴
久
　
氏

　
真
野  

岩
井
　
　
始
　
氏

　
岸
上  

神
余
　
修
平
　
氏

　
吉
野  

長
野
　
　
陽
　
氏

　
吉
野  

近
藤
　
裕
明
　
氏

　
四
條  

栗
田
　
八
郎
　
氏

　
吉
野
下 

秀
石
　
謙
三
　
氏

　
東
高
篠 

高
木
　
泰
造
　
氏

　
西
高
篠 

白
川
　
昭
一
　
氏

　
公
文  

田
邊
　
幸
彦
　
氏

ま
ん
の
う
町
外
三
ケ
市（
七
箇
地
区
）

山
林
組
合
議
会
議
員
の
選
挙 

　

指
名
推
選
（
13
名
）
　

　
帆
山  

大
西
　
周
一
　
氏

※

選
挙
第
１
号
の
12
名
の
方
に
１
名
の
方
が
加

わ
り
13
名

選
挙
第
１
号

選
挙
第
２
号

塩
入
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
策
定 

●
所
管
課
よ
り
主
な
説
明

　
現
在
の
計
画
に
引
き
続
き
、
林
道
塩
入

三
野
線
舗
装
事
業
の
実
施
を
計
画
す
る
も

の
で
あ
る
。（
平
成
31
年
度
か
ら
平
成
35

年
度
ま
で
の
５
ヵ
年
の
総
合
整
備
計
画
）

議
案
第
６
号

勝
川
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
策
定 

●
所
管
課
よ
り
主
な
説
明

　
引
き
続
き
の
事
業
で
「
林
道
家
六
線
改

良
事
業
」、「
林
道
大
川
真
鈴
線
舗
装
事

業
」
の
実
施
及
び
、除
雪
用
の
小
型
ホ
イ
ー

ル
ロ
ー
ダ
を
配
備
す
る
た
め
「
除
雪
機
整

備
事
業
」
を
計
画
す
る
も
の
で
あ
る
。（
平

成
31
年
度
か
ら
平
成
35
年
度
ま
で

の
５
ヵ
年
の
総
合
整
備
計
画
）

議
案
第
７
号

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算   

●
所
管
課
よ
り
主
な
説
明

　
歳
入
歳
出
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
億
１
３
９
２
万
２
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
１
７
億
１
０
６
０
万
１
千
円
と
し
た
。

議
案
第
11
号

議
案
第
８
号
・
第
９
号
・
第
10
号

　
平
成
30
年
度
末
を
も
っ
て
３
施
設
（
町

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
琴
南
高
齢
者
ふ

れ
あ
い
ラ
ン
ド
・
琴
南
高
齢
者
生
活
福
祉

セ
ン
タ
ー
）
の
指
定
管
理
期
間
が
終
了
す

る
こ
と
か
ら
、
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
36
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間
に
つ
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て
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引
き
続
き
「
社
会
福
祉
法
人
正
友

会
」
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指
定
管
理
者
と
し
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こ
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つ
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審
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行
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。

●
主
な
質
疑
と
答
弁
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委
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３
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の
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理
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か
。
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齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
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委
託
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毎
年
、
計
上
し
て
お

り
今
後
も
同
様
の
措
置
を
と
る
。
ま
た
負

担
部
分
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
昨
今

の
状
況
を
他
と
比
べ
て
の
措
置
で
あ
る
。
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産
管
理
費
の
増
額

　
庁
舎
散
水
用
ポ
ン
プ
の
修
繕
料

◎
ネ
ッ
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ワ
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ク
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仲
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◎
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工
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●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
仲
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育
委
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会
移
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。
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階
部
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あ
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Ｌ
Ｅ
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及
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男
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ま
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、Ｌ
Ａ
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配
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伴
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ア
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の
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で
あ
り
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経
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と
し
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最
低
限
で
あ
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。
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●マイナンバーカード　●コンビニ交付　●太陽光発電　●まんのう町造田歯科診療所（琴南地区）

教育民生常任委員会

◆
11
月
14
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
や
す
ら
ぎ
荘
修
繕
の
現
地
調
査
を

行
っ
た
。

太
陽
光
発
電

日
照
時
間
が
不
十
分

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
必
要

【
委
員
】 

や
す
ら
ぎ
荘
の
冷
暖
房
の
燃

料
を
重
油
か
ら
電
気
に
変
更
す
る
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
太
陽
光
発
電
は

設
置
し
な
い
の
か
。

【
福
祉
保
険
課
】
や
す
ら
ぎ
荘
は
地
形

的
に
日
照
時
間
が
短
い
場
所
に
あ
る

た
め
、
太
陽
光
発
電
を
設
置
し
て
も

十
分
に
発
電
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
ん
の
う
町
造
田
歯
科
診
療
所（
琴
南
地
区
）

業
務
仕
様
書
で
詳
細
に

【
委
員
】
公
設
民
営
で
あ
る
歯
科
診
療

所
の
施
設
経
費
等
に
つ
い
て
協
定
書

が
あ
れ
ば
確
認
し
た
い
。

【
琴
南
支
所
長
】
歯
科
診
療
所
は
業
務

委
託
で
あ
り
、
委
託
契
約
書
の
中
の

業
務
仕
様
書
で
細
か
い
所
を
規
定
し

て
い
る
。

便利につながるマイナンバーカード

【
委
員
】
平
成
31
年
４
月
１
日
開
始
予

定
の
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
証
明
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
利
用
に
よ
り
交
付
が
可
能

に
な
る
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
率
は
い
く
ら
か
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付

同
額
の
手
数
料
を
徴
収

【
委
員
】
コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
の
手
数
料

に
つ
い
て
、
通
常
窓
口
の
手
数
料
と

差
は
設
け
る
の
か
。

【
住
民
生
活
課
長
】
手
数
料
に
つ
い
て

は
、
自
治
体
に
よ
り
差
は
あ
る
が
、

本
町
に
お
い
て
は
差
を
付
け
ず
に
同

額
の
手
数
料
を
徴
収
す
る
予
定
で
あ

る
。

ロボットが迎えてくれる歯科診療所（コ・ン・ニ・チ・ハ）毎年10月に開催されている  かきくらべ

●公共施設　　●広報誌　　●企業誘致　　●太鼓台

総務常任委員会

【
委
員
】
公
共
施
設
の
在
り
方
に

つ
い
て
管
理
計
画
は
あ
る
が
、

今
後
ど
の
よ
う
な
形
で
進
め
て

い
く
の
か
。

【
総
務
課
長
】
町
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
で
は
、建
物
で
１
５

６
施
設
あ
り
、
各
施
設
の
状
況
・

見
通
し
等
を
掲
げ
て
い
る
。財
政

的
な
面
も
あ
り
、で
き
る
だ
け
早

い
期
間
に
方
向
性
を
出
し
た
い
。

公
共
施
設

統
廃
合・再
配
置
計
画

【
委
員
】
広
報
誌
の
配
布
方
法
で
相
当

な
経
費
が
か
か
る
の
で
あ
れ
ば
、
自

治
会
に
委
託
し
た
ら
ど
う
か
。

【
企
画
観
光
課
長
】
現
在
、
自
治
会
加

入
率
約
66
％
で
あ
る
。
全
戸
配
布
を
考

え
た
場
合
、
自
治
会
に
お
願
い
す
る
の

は
現
時
点
で
は
難
し
い
。

広
報
誌

配
布
方
法

【
委
員
】
太
鼓
台
か
き
く
ら
べ
で
、
太

鼓
台
の
参
加
６
台
は
当
初
の
半
分
以
下

で
あ
る
の
だ
が
今
後
も
継
続
す
る
の
か
。

太
鼓
台

か
き
く
ら
べ
参
加
数

【
委
員
】
誘
致
出
来
る
よ
う
な
用
地
を

２
・
３
カ
所
、
選
定
し
確
保
で
き
る

よ
う
な
計
画
を
立
て
て
は
ど
う
か
。

【
企
画
観
光
課
長
】
立
地
希
望
す
る
企

業
側
は
、
多
様

な
業
種
が
あ
る

た
め
、
用
地
を

調
査
し
選
定
し

た
い
。

企
業
誘
致

工
業
団
地

現
場
調
査

【
住
民
生
活
課
長
】
本
町
の
普
及
率
に

つ
い
て
は
、
平
成
30
年
10
月
末
現
在

で
、１
４
３
９
枚
、人
口
比
で
７
・
７
％

で
あ
る
。

【
企
画
観
光
課
長
】
多
く
の
太
鼓
台
に

参
加
を
お
願
い
し
た
い
が
、
今
以
上

に
参
加
台
数
が
少
な
く
な
ら
な
い
よ

う
に
今
後
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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香川県町議会議員等研修報告　 【日時】 平成30年11月12日
【場所】 香川県自治会館７階大会議室

平成30年　建設経済常任委員会 【日時】 平成 30年 10月 24日～26日
【場所】 長野県安曇野市・長野県飯田市

Report

Report

Report

Report

安曇野そばの郷（築300年の古民家を移築）

飯田市南信州観光公社より研修

まちなか保健室

介護体験もできます

実践行動の三本柱

成功の方程式の解きかた成功の方程式の解きかた

　
香
川
県
町
議
会
議
員
等
研
修
会
が
行
わ
れ
、
ま
ん
の
う
町

議
会
か
ら
は
、町
長
、監
査
委
員
、事
務
局
を
含
め
19
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

①
講
演…

日
本
事
業
構
想
研
究
所
よ
り
木
村
俊
昭
先
生

　
　
　
　『
地
域
創
生
、
成
功
の
方
程
式
は
あ
る
の
か
？
』

②
講
演…

徳
島
県
那
賀
町
議
会
よ
り
柏
木
岳
氏

　
　
　
　『
ど
こ
の
議
会
も
変
え
ら
れ
る
！
』

　
木
村
先
生
か
ら
は
、
地
方
創
生
と
地
域
創
生
、『
ひ
と
育

て
』『
ま
ち
育
て
』
他
、『
五
感
六
育
』（
知
育
、食
育
、木
育
、

遊
育
、
職
育
、
健
育
）
を
学
び
自
分
の
ま
ち
・
地
域
は
、

ど
の
分
野
の
何
処
が
弱
い
か
、
ど
こ
か
ら
を
次
世
代
に
託

す
の
か
の
対
応
策
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　
柏
木
講
師
か

ら
は
、
議
会
活

性
化
へ
の
取
り

組
み
、
議
員
報

酬
の
検
討
、
議

会
放
送
と
広

報
、
通
年
の
会

期
制
の
導
入
な

ど
様
々
な
議
会

改
革
の
方
針
を

学
び
ま
し
た
。

　
安
曇
野
市
で
は
、
信
州
安
曇
野

そ
ば
の
里
（
三
郷
や
す
ら
ぎ
空
間
施

設
）
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。来
訪

者
と
地
元
農
家
が
交
流
を
展
開
す

る
中
で
地
域
の
農
業
や
農
村
の
文

化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
移
築
古
民
家
で
レ
ス
ト

ラ
ン
が
営
ま
れ
、
そ
ば
オ
ー
ナ
ー
制

度
に
よ
る
そ
ば
栽
培
農
業
体
験
事

業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
飯
田
市
は
、
水
稲
や
リ
ン
ゴ
栽
培
が
主
の
観
光
資
源
が
乏

し
い
通
過
型
観
光
地
で
し
た
が
、｢

本
物
の
体
験
」
や
「
体
験

教
育
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
平
成
８
年
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、関
係
５
市
村
や
地
元
企
業
、団
体
の
出
資
、事

業
協
力
の
も
と
に
（
株
）
南
信
州
観
光
公
社
を
平
成
13
年
に

設
立
し
ま
し
た
。

　
支
配
人
に
は
旅
行
会
社
に
勤
務
経
験
の
あ
る
飯
田
市
へ

の
移
住
者
を
抜
擢
。そ
の
後
、
農
家
民
泊
な
ど
地
域
の
自
然
・

歴
史
・
食
を
活
か
し
た
体
験
観
光
の
取
り
組
み
を
展
開
。現

在
、
地
域
全
体
の
交
流
人
口
も
増
加
し
「
本
物
に
こ
だ
わ
っ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
」｢

地
域
づ
く
り

の
手
法
」
は
全
国
か
ら
注
目
さ

れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

観
光
に
知
識
と
豊
か
な
経
験
の

あ
る
人
材
の
登
用
、
多
様
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
創
造
、
地
域
住
民

の
協
力
が
大
き
な
成
果
を
上
げ

て
い
る
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

平成30年　教育民生常任委員会 【日時】平成 30年 11月 9日～10日
【場所】山口県周南市、長崎県大村市

　
周
南
市
は
、
平
成
15
年
徳
山
市
な
ど
２
市
２
町
が
合
併
し

て
誕
生
。人
口
は
14
万
人
余
り
で
す
が
、
面
積
は
ま
ん
の
う

町
の
３
倍
余
り
あ
り
山
間
部
が
７
割
を
占
め
る
大
き
な
町

で
す
。

　
31
の
地
区
社
協
に
地
域
の
高
齢
者
等
の
見
守
り
活
動
拠

点「
も
や
い
地
区
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」を
設
置
し
、
地
域
福
祉
コ

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
の
上
、
訪
問
活
動
等
を
展
開
し
て
い

ま
す
。民
生
委
員
な
ど
地
域
の
見
守
り
支
え
合
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
調
整
役
を
主
な
役
割
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
新

聞
配
達
、薬
局
、金
融
、運
輸
・
交
通
関
係
等
67
社
と
協
定
を

結
び
活
動
を
支
援
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
大
村
市
で
は
、
空
き
店
舗
が
目
立
つ
商
店
街
の
百
貨
店
を

買
取
り
、
医
師
会
が
運
営
す
る
在
宅
医
療
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
市
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
同
居
、
協
働
運
営

す
る
「
ま
ち
な
か
保
健
室
」
を
視
察
し
ま
し
た
。長
崎
医
療
セ

ン
タ
ー
を
核
と
し

た
病
院
間
の
連
携

が
大
村
市
内
で
完

結
し
て
い
る
と
い

う
恵
ま
れ
た
条
件

に
あ
る
も
の
の
、

「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
」
で
適

切
な
と
こ
ろ
へ
つ

な
い
で
い
く
シ
ス

テ
ム
構
築
に
市
・

医
師
会
な
ど
関
係

機
関
が
協
働
体
制

を
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
に
感
心
し
ま

し
た
。

官民共同で福祉相談窓口　　　　　 周南市
医師会と共同で「まちなか保健室」　大村市
官民共同で福祉相談窓口　　　　　 周南市
医師会と共同で「まちなか保健室」　大村市

公共施設再配置計画　　周南市
工業団地・企業誘致　　大村市
公共施設再配置計画　　周南市
工業団地・企業誘致　　大村市

　
周
南
市
で
は
公
共
施
設
の
再
配
置
に
つ
い
て
市
の
取
り

組
み
方
を
学
び
ま
し
た
。

・
地
域
ご
と
に
、
地
域
に
あ
る
施
設
を
ど
の
よ
う
に
再
編
・

　
再
配
置
し
て
い
く
か
。

・
優
先
的
に
対
応
す
べ
き
施
設
が
あ
る
地
域
策
定
。

・
策
定
に
は
地
域
住
民
の
方
々
と
行
政
が
一
緒
に
な
っ
て

　
協
働
作
業
の
３
点
を
研
修
し
ま
し
た
。

　
大
村
市
で
は
工
業
団
地
の
整
備
に
つ
い
て
と
企
業
誘
致

へ
の
Ｐ
Ｒ
方
法
、
絞
り
込
み
の
基
準
な
ど
具
体
的
に
数
字

を
挙
げ
て
の
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　
公
共
施
設
の
再
配
置
、
企
業
誘
致
な
ど
、
難
し
い
問
題

で
す
が
、
実
情
に
合
わ
せ
れ
ば
ま
ん
の
う
町
も
取
り
入
れ

ら
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。
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香
川
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町
議
会
議
員
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研
修
会
が
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れ
、
ま
ん
の
う
町

議
会
か
ら
は
、町
長
、監
査
委
員
、事
務
局
を
含
め
19
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

①
講
演…

日
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事
業
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想
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所
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木
村
俊
昭
先
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　『
地
域
創
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成
功
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程
式
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の
か
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』

②
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れ
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域
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て
』
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』（
知
育
、食
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、

遊
育
、
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、
健
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び
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分
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ま
ち
・
地
域
は
、

ど
の
分
野
の
何
処
が
弱
い
か
、
ど
こ
か
ら
を
次
世
代
に
託

す
の
か
の
対
応
策
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　
柏
木
講
師
か

ら
は
、
議
会
活

性
化
へ
の
取
り

組
み
、
議
員
報

酬
の
検
討
、
議

会
放
送
と
広

報
、
通
年
の
会

期
制
の
導
入
な

ど
様
々
な
議
会

改
革
の
方
針
を

学
び
ま
し
た
。

　
安
曇
野
市
で
は
、
信
州
安
曇
野

そ
ば
の
里
（
三
郷
や
す
ら
ぎ
空
間
施

設
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の
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を
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ま
し
た
。来
訪
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流
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展
開
す
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域
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業
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農
村
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文
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て
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と
と
も

に
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
移
築
古
民
家
で
レ
ス
ト

ラ
ン
が
営
ま
れ
、
そ
ば
オ
ー
ナ
ー
制

度
に
よ
る
そ
ば
栽
培
農
業
体
験
事

業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
飯
田
市
は
、
水
稲
や
リ
ン
ゴ
栽
培
が
主
の
観
光
資
源
が
乏

し
い
通
過
型
観
光
地
で
し
た
が
、｢

本
物
の
体
験
」
や
「
体
験

教
育
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
平
成
８
年
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、関
係
５
市
村
や
地
元
企
業
、団
体
の
出
資
、事

業
協
力
の
も
と
に
（
株
）
南
信
州
観
光
公
社
を
平
成
13
年
に

設
立
し
ま
し
た
。

　
支
配
人
に
は
旅
行
会
社
に
勤
務
経
験
の
あ
る
飯
田
市
へ

の
移
住
者
を
抜
擢
。そ
の
後
、
農
家
民
泊
な
ど
地
域
の
自
然
・

歴
史
・
食
を
活
か
し
た
体
験
観
光
の
取
り
組
み
を
展
開
。現

在
、
地
域
全
体
の
交
流
人
口
も
増
加
し
「
本
物
に
こ
だ
わ
っ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
」｢

地
域
づ
く
り

の
手
法
」
は
全
国
か
ら
注
目
さ

れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

観
光
に
知
識
と
豊
か
な
経
験
の

あ
る
人
材
の
登
用
、
多
様
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
創
造
、
地
域
住
民

の
協
力
が
大
き
な
成
果
を
上
げ

て
い
る
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
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、
地
域
福
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を
配
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の
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、
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生
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な
ど
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え
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の
調
整
役
を
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新

聞
配
達
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局
、金
融
、運
輸
・
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通
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等
67
社
と
協
定
を

結
び
活
動
を
支
援
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
大
村
市
で
は
、
空
き
店
舗
が
目
立
つ
商
店
街
の
百
貨
店
を

買
取
り
、
医
師
会
が
運
営
す
る
在
宅
医
療
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
市
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
同
居
、
協
働
運
営

す
る
「
ま
ち
な
か
保
健
室
」
を
視
察
し
ま
し
た
。長
崎
医
療
セ

ン
タ
ー
を
核
と
し

た
病
院
間
の
連
携

が
大
村
市
内
で
完

結
し
て
い
る
と
い

う
恵
ま
れ
た
条
件

に
あ
る
も
の
の
、

「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
」
で
適

切
な
と
こ
ろ
へ
つ

な
い
で
い
く
シ
ス

テ
ム
構
築
に
市
・

医
師
会
な
ど
関
係

機
関
が
協
働
体
制

を
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
に
感
心
し
ま

し
た
。
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南
市
で
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共
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の
再
配
置
に
つ
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て
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の
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組
み
方
を
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び
ま
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た
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地
域
ご
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に
、
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に
あ
る
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を
ど
の
よ
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に
再
編
・

　
再
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い
く
か
。

・
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的
に
対
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す
べ
き
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設
が
あ
る
地
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策
定
。

・
策
定
に
は
地
域
住
民
の
方
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と
行
政
が
一
緒
に
な
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て

　
協
働
作
業
の
３
点
を
研
修
し
ま
し
た
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大
村
市
で
は
工
業
団
地
の
整
備
に
つ
い
て
と
企
業
誘
致

へ
の
Ｐ
Ｒ
方
法
、
絞
り
込
み
の
基
準
な
ど
具
体
的
に
数
字

を
挙
げ
て
の
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　
公
共
施
設
の
再
配
置
、
企
業
誘
致
な
ど
、
難
し
い
問
題

で
す
が
、
実
情
に
合
わ
せ
れ
ば
ま
ん
の
う
町
も
取
り
入
れ

ら
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。

09  まんのう町議会だより  vol.30 　vol.30  まんのう町議会だより  08

委員会研修報告委員会研修報告

平成30年　総務常任委員会 【日時】平成 30年 11月 9日～10日
【場所】山口県周南市、長崎県大村市

そば栽培と町づくり・空間施設の役割　安曇野市
地域ぐるみの体験観光の展開　　　　　飯田市
そば栽培と町づくり・空間施設の役割　安曇野市
地域ぐるみの体験観光の展開　　　　　飯田市

あづみのあづみの



一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
、

何
か
あ
っ
た
時
に

ど
こ
へ
連
絡
し
た
ら
え
ん
な

契
約
期
間
が
切
れ
た
ら
、

も
と
の
状
態
に
し
て

返
さ
な
い
か
ん
や
ろ

秋
祭
り
な
ど
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
地
域
に
愛
着
が

生
ま
れ
る
の
で
な
い
ん
な

第
13
回
議
会
報
告
会
の
開
催

　
11
月
15
日
、16
日
に
町
内
４
会
場
に
お
い

て
開
催
し
、55
名
の
住
民
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
議
会
報
告
会（
意
見
交
換
会
）を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　
今
回
も
大
勢
の
方
か
ら
、町
財
政
、農
業
補

助
金
、災
害
復
旧
、高
齢
者
福
祉
、公
共
交
通
、

六
次
産
業
化
な
ど
町・地
域
の
課
題
に
つ
い
て
、

要
望
、質
問
、意
見
を
聞
き
ま
し
た
。各
会
場

と
も
活
発
な
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
中
か
ら
、い
く
つ
か
お
伝
え
し
ま
す
。

　
ま
た
、皆
さ
ま
か
ら
お
聞
き
し
た
ご
意
見
等

は
全
議
員
で
共
有
し
、今
後
の
議
会
活
動
に
活

か
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
要
望
や
質
問
に
つ
き
ま
し
て
は
、

議
会
よ
り
執
行
部
に
伝
え
、
執
行
部
か
ら
の

回
答
も
一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
掲
載
い
た
し

ま
す
。
　

もっと身近な
議会に！

ち
ゃ
ん
と
耕
作
せ
ん
で
も

補
助
金
が
出
る
ん
な

　
　
　借
り
た
農
地
を
き
ち
ん
と
耕
作
せ

　
　
　ず
、
「
す
て
づ
く
り
」
状
態
な
と
こ

ろ
が
あ
る
。
法
人
化
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う

な
状
態
で
も
補
助
金
が
出
る
の
か
。

　
　
　

農
地
集
積
補
助
金
は
契
約
当
初
に

　
　
　
支
給
さ
れ
、
以
後
、
耕
作
と
管
理
が

で
き
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
。経
営
安

定
所
得
対
策

な
ど
作
物
の

補
助
金
は
、地

域
農
業
再
生

協
議
会
が「
す

て
づ
く
り
」で

な
い
こ
と
を

確
認
し
て
か

ら
交
付
さ
れ

る
。

　 （
農
林
課
）

　
　
　

様
々
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
思
う
が
、

　
　
　
ま
ず
、
ま
ん
の
う
町
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
７
３
ー
０
１
２
５
）
に
連
絡

を
お
願
い
し
た
い
。（
福
祉
保
険
課
）

答　

　
　
　子
ど
も
た
ち
が
秋
祭
り
な
ど
地
域

　
　
　の
行
事
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
学

校
行
事
の
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。
地
域

の
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域

へ
の
愛
着
が
生
ま
れ
る
。

学
校
行
事

問　　
　
　
学
校
行
事
は
地
域
の
行
事
に
配
慮

　
　
　
す
る
が
、
同
一
校
に
お
い
て
も
複

数
の
地
域
の
児
童
生
徒
が
居
り
、
す
べ
て

の
児
童
生
徒
の
地
域
行
事
に
配
慮
す
る
こ

と
は
難
し
い
。（
学
校
教
育
課
）

答　

　
　
　貸
借
期
間
が
切
れ
た
ら
、
荒
れ
た

　
　
　状
態
で
返
還
し
て
い
る
人
が
い
る
。

き
れ
い
に
し
て
返
す
指
導
を
し
て
ほ
し
い
。

貸
借
農
地
の
荒
廃
防
止

問　　
　
　
農
業
経
営
基
盤
強
化
法
に
よ
る
利

　
　
　
用
権
（
貸
借
）
の
設
定
に
つ
い
て
は
、

期
間
満
了
時
に
は
原
状
回
復
（
貸
借
開
始

時
点
程
度
の
状
態
）
し
て
返
還
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
農
業
委
員
会
は
、
回
復
が

不
十
分
と
判
断
す
れ
ば
改
善
指
導
を
し
て

い
る
。（
農
業
委
員
会
）

答　

も
う
他
に
は
な
い
ん
な

　
　
　四
国
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
よ
う
な

　
　
　固
定
資
産
税
の
過
誤
徴
収
は
他
に

な
い
の
か
。

固
定
資
産
税

問　　
　
　
税
務
課
よ
り
現
時
点
の
調
査
で
は

　
　
　
同
様
の
過
誤
徴
収
は
な
い
と
聞
い

て
い
る
。

答　

民
間
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
っ
て

危
な
い
と
こ
あ
る
で

　
　
　町
の
施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
対
策

　
　
　し
て
く
れ
た
が
、
通
学
路
を
は
じ

め
民
間
の
塀
も
危
険
な
個
所
が
あ
る
。

防
災

問　　
　
　
議
会
と
し
て
も
住
民
の
安
全
の
た

　
　
　
め
、
災
害
時
の
避
難
経
路
の
確
保

の
た
め
に
も
対
策
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

所
管
す
る
委
員
会
の
中
で
も
話
し
合
っ
て

い
き
た
い
。

　
　
　

答　

　
　
　高
齢
・
独
居
世
帯
が
増
え
て
お
り
、

　
　
　何
か
あ
っ
た
時
に
か
け
つ
け
て
も

親
類
の
連
絡
先
も
分
か
ら
ず
困
る
こ
と
が

よ
く
あ
る
。
民
生
委
員
、社
会
福
祉
協
議
会
、

町
役
場
な
ど
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
る
が
ま

ず
ど
こ
に
連
絡
す
れ
ば
良
い
の
か
。

高
齢
者
緊
急
連
絡
先

問　

農
業
補
助
金

問　答　

　
議
会
報
告
会
（
意
見
交
換
会
）
に

お
忙
し
い
中
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

議
会
に
対
す
る
ご
意
見

　問
・
議
会
報
告
会
の
内
容
を
公
開
し
て

ほ
し
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開

で
も
良
い
か
ら
実
現
で
き
な
い
か
。

　答
　
　

・
公
開
の
是
非
、
方
法
・
費
用
な
ど

を
、
議
員
間
で
協
議
中
で
す
。

　問
・
議
員
定
数
を
削
減
し
て
報
酬
を
上

げ
れ
ば
、
若
い
人
が
議
員
に
立
候
補

し
て
く
れ
る
の
で
な
い
か
。

　答
　
　

・
全
国
的
な
課
題
で
す
。
現
在
の
議

員
報
酬
で
は
、
育
児
中
の
人
な
ど
若

い
人
に
と
っ
て
立
候
補
が
厳
し
い
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
過
去
に
議
会
で

も
何
名
が
適
切
か
、
い
ろ
い
ろ
な
意

見
が
あ
り
、
平
成
29
年
３
月
、
現
在

の
16
名
が
適
切
と
の
判
断
を
し
ま
し

た
。

満濃農改センター

琴南公民館

満濃農改センター

仲南公民館

長炭公民館

長炭公民館

※

当
日
の
意
見
交
換
の
内
容
に
つ
い
て

は
、ま
と
め
た
も
の
を
各
公
民
館
に
置

い
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
下
さ
い
。な
お
、

次
回
か
ら
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
ま
ん

の
う
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）に
て
公
開

す
る
予
定
で
す
。
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一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
、

何
か
あ
っ
た
時
に

ど
こ
へ
連
絡
し
た
ら
え
ん
な

契
約
期
間
が
切
れ
た
ら
、

も
と
の
状
態
に
し
て

返
さ
な
い
か
ん
や
ろ

秋
祭
り
な
ど
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
地
域
に
愛
着
が

生
ま
れ
る
の
で
な
い
ん
な

第
13
回
議
会
報
告
会
の
開
催

　
11
月
15
日
、16
日
に
町
内
４
会
場
に
お
い

て
開
催
し
、55
名
の
住
民
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
議
会
報
告
会（
意
見
交
換
会
）を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　
今
回
も
大
勢
の
方
か
ら
、町
財
政
、農
業
補

助
金
、災
害
復
旧
、高
齢
者
福
祉
、公
共
交
通
、

六
次
産
業
化
な
ど
町・地
域
の
課
題
に
つ
い
て
、

要
望
、質
問
、意
見
を
聞
き
ま
し
た
。各
会
場

と
も
活
発
な
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
中
か
ら
、い
く
つ
か
お
伝
え
し
ま
す
。

　
ま
た
、皆
さ
ま
か
ら
お
聞
き
し
た
ご
意
見
等

は
全
議
員
で
共
有
し
、今
後
の
議
会
活
動
に
活

か
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
要
望
や
質
問
に
つ
き
ま
し
て
は
、

議
会
よ
り
執
行
部
に
伝
え
、
執
行
部
か
ら
の

回
答
も
一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
掲
載
い
た
し

ま
す
。
　

もっと身近な
議会に！

ち
ゃ
ん
と
耕
作
せ
ん
で
も

補
助
金
が
出
る
ん
な

　
　
　借
り
た
農
地
を
き
ち
ん
と
耕
作
せ

　
　
　ず
、
「
す
て
づ
く
り
」
状
態
な
と
こ

ろ
が
あ
る
。
法
人
化
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う

な
状
態
で
も
補
助
金
が
出
る
の
か
。

　
　
　

農
地
集
積
補
助
金
は
契
約
当
初
に

　
　
　
支
給
さ
れ
、
以
後
、
耕
作
と
管
理
が

で
き
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
。経
営
安

定
所
得
対
策

な
ど
作
物
の

補
助
金
は
、地

域
農
業
再
生

協
議
会
が「
す

て
づ
く
り
」で

な
い
こ
と
を

確
認
し
て
か

ら
交
付
さ
れ

る
。

　 （
農
林
課
）

　
　
　

様
々
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
思
う
が
、

　
　
　
ま
ず
、
ま
ん
の
う
町
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
７
３
ー
０
１
２
５
）
に
連
絡

を
お
願
い
し
た
い
。（
福
祉
保
険
課
）

答　

　
　
　子
ど
も
た
ち
が
秋
祭
り
な
ど
地
域

　
　
　の
行
事
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
学

校
行
事
の
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。
地
域

の
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域

へ
の
愛
着
が
生
ま
れ
る
。

学
校
行
事

問　　
　
　
学
校
行
事
は
地
域
の
行
事
に
配
慮

　
　
　
す
る
が
、
同
一
校
に
お
い
て
も
複

数
の
地
域
の
児
童
生
徒
が
居
り
、
す
べ
て

の
児
童
生
徒
の
地
域
行
事
に
配
慮
す
る
こ

と
は
難
し
い
。（
学
校
教
育
課
）

答　

　
　
　貸
借
期
間
が
切
れ
た
ら
、
荒
れ
た

　
　
　状
態
で
返
還
し
て
い
る
人
が
い
る
。

き
れ
い
に
し
て
返
す
指
導
を
し
て
ほ
し
い
。

貸
借
農
地
の
荒
廃
防
止

問　　
　
　
農
業
経
営
基
盤
強
化
法
に
よ
る
利

　
　
　
用
権
（
貸
借
）
の
設
定
に
つ
い
て
は
、

期
間
満
了
時
に
は
原
状
回
復
（
貸
借
開
始

時
点
程
度
の
状
態
）
し
て
返
還
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
農
業
委
員
会
は
、
回
復
が

不
十
分
と
判
断
す
れ
ば
改
善
指
導
を
し
て

い
る
。（
農
業
委
員
会
）

答　

も
う
他
に
は
な
い
ん
な

　
　
　四
国
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
よ
う
な

　
　
　固
定
資
産
税
の
過
誤
徴
収
は
他
に

な
い
の
か
。

固
定
資
産
税

問　　
　
　
税
務
課
よ
り
現
時
点
の
調
査
で
は

　
　
　
同
様
の
過
誤
徴
収
は
な
い
と
聞
い

て
い
る
。

答　

民
間
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
っ
て

危
な
い
と
こ
あ
る
で

　
　
　町
の
施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
対
策

　
　
　し
て
く
れ
た
が
、
通
学
路
を
は
じ

め
民
間
の
塀
も
危
険
な
個
所
が
あ
る
。

防
災

問　　
　
　
議
会
と
し
て
も
住
民
の
安
全
の
た

　
　
　
め
、
災
害
時
の
避
難
経
路
の
確
保

の
た
め
に
も
対
策
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

所
管
す
る
委
員
会
の
中
で
も
話
し
合
っ
て

い
き
た
い
。

　
　
　

答　

　
　
　高
齢
・
独
居
世
帯
が
増
え
て
お
り
、

　
　
　何
か
あ
っ
た
時
に
か
け
つ
け
て
も

親
類
の
連
絡
先
も
分
か
ら
ず
困
る
こ
と
が

よ
く
あ
る
。
民
生
委
員
、社
会
福
祉
協
議
会
、

町
役
場
な
ど
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
る
が
ま

ず
ど
こ
に
連
絡
す
れ
ば
良
い
の
か
。

高
齢
者
緊
急
連
絡
先

問　

農
業
補
助
金

問　答　

　
議
会
報
告
会
（
意
見
交
換
会
）
に

お
忙
し
い
中
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

議
会
に
対
す
る
ご
意
見

　問
・
議
会
報
告
会
の
内
容
を
公
開
し
て

ほ
し
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開

で
も
良
い
か
ら
実
現
で
き
な
い
か
。

　答
　
　

・
公
開
の
是
非
、
方
法
・
費
用
な
ど

を
、
議
員
間
で
協
議
中
で
す
。

　問
・
議
員
定
数
を
削
減
し
て
報
酬
を
上

げ
れ
ば
、
若
い
人
が
議
員
に
立
候
補

し
て
く
れ
る
の
で
な
い
か
。

　答
　
　

・
全
国
的
な
課
題
で
す
。
現
在
の
議

員
報
酬
で
は
、
育
児
中
の
人
な
ど
若

い
人
に
と
っ
て
立
候
補
が
厳
し
い
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
過
去
に
議
会
で

も
何
名
が
適
切
か
、
い
ろ
い
ろ
な
意

見
が
あ
り
、
平
成
29
年
３
月
、
現
在

の
16
名
が
適
切
と
の
判
断
を
し
ま
し

た
。

満濃農改センター

琴南公民館

満濃農改センター

仲南公民館

長炭公民館

長炭公民館

※

当
日
の
意
見
交
換
の
内
容
に
つ
い
て

は
、ま
と
め
た
も
の
を
各
公
民
館
に
置

い
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
下
さ
い
。な
お
、

次
回
か
ら
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
ま
ん

の
う
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）に
て
公
開

す
る
予
定
で
す
。
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川西米希子 議員

竹林　昌秀 議員

議  員
⇩

町長・教育長

議
員
が
町
の
考
え
を
問
う

12
月
定
例
会
で
は
、
12
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

議
員
情
報
等
は
、
ま
ん
の
う
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
議
会
情
報
）に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

竹林　前年度決算評価を「財政健全化指標」の推移に
より説明を求める。
町長　実赤字比率、連結実質赤字比率、資金不足比率
は黒字か、マイナスで健全である。起債の償還負担を見る
「実質公債比率」は、合併当初の１５．８％から７．０％と、
半減である。「招来負担比率」は、平成26年度からマイナ
スになった。極めて健全であるが、合併特例措置の終了
に備えたい。
竹林　基金残高の適正基準を問う。
町長　基金総額は72億5千万円ある。財政調整基金は本
町は約30億円の手持ちがあるが、6億7千万円から13億
４千万が標準財政規模に照らすと適正である。
竹林　地方債残高の内で、本町が実質的に支払うのは
いくらか。
町長　126億円あるが、元利償還金を地方交付税で補填
されるのが101億円あり、約25億円を負担する。
竹林　貯めたお金で公共インフラを整備してはならぬ。
出来た後で利用する住民が償還を分担するのが、財政
運用の原則だ。貯めた時の住民は居なくなることもある。
町長　十分に検討したい。
竹林　「歳入はその年の住民のために使う。」のが理想
であり、無闇に積み上げてはならぬ。地方から中央に集
められる資金を積極的に調達して、本町に最大限還流さ
せねばならぬ。施策研究と事業調査して、効果的な使い
方の探求を求める。

川西　災害時は衛生環境が悪化しやすく過去の災害にお
いてもたびたび感染症の流行が起きている。特に抵抗力
の弱い高齢者や乳児はワクチン接種による感染症の防止
が必要であると思う①災害時に感染症対策および集団発
生時の対応策。②高齢者肺炎球菌ワクチン接種。③乳児
のロタウイルスワクチン接種についてどのようにお考えか。
町長　①本町でも感染症まん延防止のために災害時救
急用品の備蓄をしている。町で対応しきれない場合は、県
に医療救護チームの派遣を要請するなど関係機関と連携
し対応していきたい。②高齢者肺炎球菌ワクチンは本年
度の対象者で未接種者には再勧奨を実施する。未接種者
への救済措置については今後の国の動向を踏まえて検討
したい。③乳児のロタウイルスワクチン接種については、
香川県町村会を通して国へ定期接種化を要望している。

災害時の備え

災害時に迅速かつ適切に医療救護活動
できるよう広域で訓練を行っている

災害に備えた感染症対策・
ワクチン接種を問う
災害に備えた感染症対策・
ワクチン接種を問う問

答

町財政

広域的に恩恵を受け他の公共交通施策と効率的に
連携し効果をあげることができるかを分析する

高齢者の電車運賃半額制度の導入
（ＩＣカードイルカ）
高齢者の電車運賃半額制度の導入
（ＩＣカードイルカ）

川西　高齢者の免許返納推進には更なる支援が必要。
高松市、綾川町では（ＩＣカードイルカ）による電車運賃半
額制度を導入している。琴電沿線を有する本町において
も高齢者の移動手段の支援等のため導入を考えてはど
うか。高齢化の進展に伴い持続可能な交通網の充実を更
に図っていただきたい。
町長　移動手段の確保と各交通機関への連携は現在、最
重要課題となっている。全国では非常に多くの参考になる
事例があるので今後、調査研究し交通網の充実を図って
いきたい。

移動手段の確保　支援策

問
答

資金調達を
積極的に
してほしい。

どんな時も
命を守ら
なければ…。

極めて健全だ

財政に政策裁量の
　　　　余裕はあるか
財政に政策裁量の
　　　　余裕はあるか問

答
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議　員　名 質　問　内　容 関連ページ

竹
たけばやし

林　昌
まさひで

秀

・新年度予算の編成のために、平成29年度末の財政の評価を
　問う

P13・町の公共施設総合管理計画の内容の説明を求める

・法令遵守（コンプライアンス）の本町の課題を問い、組織内
　部統制への方針の説明を求める

川
かわにし

西米
ま き こ

希子
・災害に備えた感染症対策（ロタウイルス・高齢者肺炎球菌）

P13
・琴電イルカ70歳以上半額実施について

京
きょうかね

兼　愛
あ い こ

子
・観光による集客づくりについて

P14
・誰もが安心・快適に住めるまちづくりについて

松
まつした

下　一
か ず み

美
・空き家対策について

P14
・県道、長尾丸亀線について

常
つねかね

包　　恵
めぐみ

・町民主権のまちづくりについて

P15・適正な課の配置及び人員配置について

・決算から予算編成へ

三
み よ し

好　郁
い く お

雄
・福祉タクシー券の内容を考え直しては

P15
・周囲の環境をどのように考えているのか

白
しらかわ

川　正
ま さ き

樹
・合併から12年が過ぎ、町民のより一層の融和のために

P16
・まんのう町のひまわりを知ってもらうために

合
ご う だ

田　正
ま さ お

夫
・来年度予算について

P16
・イノシシ対策

鈴
す ず き

木　崇
たかひろ

容
・防災…災害時の避難場所の見直し

P17
・今後のまんのう町の公共施設運営について

川
かわはら

原　茂
しげゆき

行
・農業振興について

P17
・自治会と自主防災について

小
こ や ま

山　直
な お き

樹

・国保、介護保険、後期高齢者保険の負担軽減について

P18・住宅リフォーム、店舗リニューアル助成制度の創設について

・農林業の振興策について

大
おおにし

西　　豊
ゆたか ・集落営農を積極的に推進

P18
・町の指定管理者について

まんのう町HP　議会情報　http://www.town.manno.lg.jp/gikai/



川西米希子 議員

竹林　昌秀 議員

議  員
⇩

町長・教育長

議
員
が
町
の
考
え
を
問
う

12
月
定
例
会
で
は
、
12
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

議
員
情
報
等
は
、
ま
ん
の
う
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
議
会
情
報
）に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

竹林　前年度決算評価を「財政健全化指標」の推移に
より説明を求める。
町長　実赤字比率、連結実質赤字比率、資金不足比率
は黒字か、マイナスで健全である。起債の償還負担を見る
「実質公債比率」は、合併当初の１５．８％から７．０％と、
半減である。「招来負担比率」は、平成26年度からマイナ
スになった。極めて健全であるが、合併特例措置の終了
に備えたい。
竹林　基金残高の適正基準を問う。
町長　基金総額は72億5千万円ある。財政調整基金は本
町は約30億円の手持ちがあるが、6億7千万円から13億
４千万が標準財政規模に照らすと適正である。
竹林　地方債残高の内で、本町が実質的に支払うのは
いくらか。
町長　126億円あるが、元利償還金を地方交付税で補填
されるのが101億円あり、約25億円を負担する。
竹林　貯めたお金で公共インフラを整備してはならぬ。
出来た後で利用する住民が償還を分担するのが、財政
運用の原則だ。貯めた時の住民は居なくなることもある。
町長　十分に検討したい。
竹林　「歳入はその年の住民のために使う。」のが理想
であり、無闇に積み上げてはならぬ。地方から中央に集
められる資金を積極的に調達して、本町に最大限還流さ
せねばならぬ。施策研究と事業調査して、効果的な使い
方の探求を求める。

川西　災害時は衛生環境が悪化しやすく過去の災害にお
いてもたびたび感染症の流行が起きている。特に抵抗力
の弱い高齢者や乳児はワクチン接種による感染症の防止
が必要であると思う①災害時に感染症対策および集団発
生時の対応策。②高齢者肺炎球菌ワクチン接種。③乳児
のロタウイルスワクチン接種についてどのようにお考えか。
町長　①本町でも感染症まん延防止のために災害時救
急用品の備蓄をしている。町で対応しきれない場合は、県
に医療救護チームの派遣を要請するなど関係機関と連携
し対応していきたい。②高齢者肺炎球菌ワクチンは本年
度の対象者で未接種者には再勧奨を実施する。未接種者
への救済措置については今後の国の動向を踏まえて検討
したい。③乳児のロタウイルスワクチン接種については、
香川県町村会を通して国へ定期接種化を要望している。

災害時の備え

災害時に迅速かつ適切に医療救護活動
できるよう広域で訓練を行っている

災害に備えた感染症対策・
ワクチン接種を問う
災害に備えた感染症対策・
ワクチン接種を問う問

答

町財政

広域的に恩恵を受け他の公共交通施策と効率的に
連携し効果をあげることができるかを分析する

高齢者の電車運賃半額制度の導入
（ＩＣカードイルカ）
高齢者の電車運賃半額制度の導入
（ＩＣカードイルカ）

川西　高齢者の免許返納推進には更なる支援が必要。
高松市、綾川町では（ＩＣカードイルカ）による電車運賃半
額制度を導入している。琴電沿線を有する本町において
も高齢者の移動手段の支援等のため導入を考えてはど
うか。高齢化の進展に伴い持続可能な交通網の充実を更
に図っていただきたい。
町長　移動手段の確保と各交通機関への連携は現在、最
重要課題となっている。全国では非常に多くの参考になる
事例があるので今後、調査研究し交通網の充実を図って
いきたい。

移動手段の確保　支援策

問
答

資金調達を
積極的に
してほしい。

どんな時も
命を守ら
なければ…。

極めて健全だ

財政に政策裁量の
　　　　余裕はあるか
財政に政策裁量の
　　　　余裕はあるか問

答
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松下　一美 議員

空き家を
有効に使うには
どうすれば…。

松下　本町には、現在780軒余の空き家があり、将
来はさらに増えると思われる。火災等により放置され
周辺に悪影響を及ぼしているもの等は、空き家対策支
援制度で撤去できないか。今後の空き家の利活用はど
う考えている。
町長　老朽危険空き家除去支援事業は、国、県の基準
を満たせば交付され、補助金総額が160万円（国80万、
県40万、町40万）である。当事業は29年度から実
施している。29年度は１軒実施し、30年度は１軒の
予定である。放置された空き家の撤去は、法的専門家
の意見も聞きながら検討を行っていきたい。空き家の
有効活用は、不動産関係業者等と協議をして「空き家
等情報登録制度」が円滑に活用できるよう努めていき
たい。

県に要望する
早急に木の伐採を早急に木の伐採を

県道長尾丸亀線

観光マップ

問
答

空き家増加

問
答

　　　　　 なまず
松下　魚念岩付近は、
歩道も無く大木により
見通しも悪い。この付
近は、急カーブが多く、
車や歩行者、自転車に
とって危険であり、過
去には数件の重大事
故も発生している。昨
年６月定例会で整備を要望し、少しは改善されたが誰も
が安心して通行できる歩道の設置、木の伐採等のさらな
る整備を強く望む。
町長　昨年10月、側溝部分をガッターに変更、転落防
護のガードレールを設置するなど改善はおこなった。今後
県に対し、さらに未整備区域の事業化を要望していく。

専門家とも相談し、すすめたい
迷惑空き家の撤去を迷惑空き家の撤去を

京兼　観光資源の強
化を進め、地域活性
化につなげるため、
観光マップの見直し
状況、配布場所や
利用方法を問う。
町長　昨年末に町内
全域、町内の29ヶ所の観光施設や見どころ、文化財
などを説明した広域マップを作成し、役場をはじめ道
の駅や観光協会に置いている。また、近隣のＪＲ各駅
に置き公共交通機関で移動する観光客にも手にとって
活用してもらっている。

問
答 幅広い年齢層に観光情報の発信
観光マップの作成状況は観光マップの作成状況は

京兼　愛子 議員

三好　郁雄 議員

常包　町民との協働でまちづくり、計画作りには町民の
自主的な参加（公募）、女性の一層の参加が必要。情報
提供の一つとしてのホームページ改修計画は。
町長　公募制度の導入・条例化について、制定自治体の
状況を調査研究する。審議会の女性比率の不均衡解消
を目指す。現在のホームページは10年経過し新鮮味に欠
けているので、今年度内に更新予定。行政情報もできる
だけ公開していく。

複合的に考えていきたい
内容の見直を内容の見直を問

答

三好　①病院までの移動距離は地域により大きく異なる。
配布するタクシー券の枚数を調整するなどして運賃負担
の格差を解消できないか。デマンドタクシー以外の方法
も考えてはどうか。
②現在は医療機関への通院にしか利用できないが、買
い物など他の目的でも利用できるようにできないか。
町長 ①高齢化による交通弱者が増えていく中で、こ
のような事業の必要性は高くなっている。財政的な負担
も考慮して、利用者やタクシー事業者の意見も聞きなが
ら今後の在り方等について慎
重に判断したい。②通院以外
にも買い物支援対策等が必要
であることは十分認識してい
る。他の支援制度と合わせて
複合的に考えていきたい。

類似団体と比べて町全体の職員数は適正
課・職員数は適正か課・職員数は適正か

常包　正規職員、臨時職員数は適正か。近隣市町のよ
うに、正規職員で高卒者、障害者採用を。
町長　正規職員 217 名、臨時職員 293 名で類似団体
と比べて町全体の職員数は適正。臨時職員は特に教育関
係に多い。過去には初級職も採用していた。町の将来を担
う人材確保に向けて、他自治体の採用状況を参考に募集
要項を決定する。

福祉タクシー券

男女比率の不均衡解消を目指す

審議会委員に
　　女性の一層の参加を
審議会委員に
　　女性の一層の参加を問

答

町民協働のまちづくり＝子どもは町の宝もの＝

問
答

安全でおいしい給食提供は教委の責務
自校方式でおいしい給食継続、体制整備を自校方式でおいしい給食継続、体制整備を

常包　地産地消、食育等の観点から自校方式を継続す
るとともにその体制整備を。
教育長　自校方式であるため、子どもたちは調理員の顔を
見、調理の匂いを楽しみ、温かい昼ごはんを食べられる。安
全でおいしい給食の提供が教育委員会としての責務である。
町長　給食調理業務
は調理だけでなく食材
の発注、衛生管理、アレ
ルギー児への対応など
多岐にわたっている。調
理員の確保に苦労して
いるのが現状である。

問
答

水質検査が義務付けられている
浸出水による生活への影響はないか浸出水による生活への影響はないか

三好　隣町に設置されている廃棄物最終処分場は焼却
灰等が埋め立てられその上に花こう岩を乗せる、その繰
り返しで現在は巨大な山になっている。水は高いところ
から低い所に流れるため最終処分場からの浸出水がわ
が町の住民生活に悪影響を及ぼしていることはないか。
町長　香川県知事の許可を得て施設を設置していること、
また立ち入り検査を受けていることからその基準に沿った
方法により埋め立てていると思われる。埋立地からの浸出
水による地下水の水質への影響については水質検査を実
施することが義務付けられているため同施設においても
水質検査が行われその結果がホームページにおいて公表
されている。隣接町として検査結果を注視していきたい。

周辺環境

問
答

巡回型路線バスに変更して可能に
琴電羽間駅に停留所新設を琴電羽間駅に停留所新設を

京兼　琴電羽間駅の電車利用者の大半は、自動車使用
の方である。誰もが駅を利用できるように路線バス停留
所の新設を要望する。
町長　琴参バス炭所線が来年度から町単独補助の路線
になることから同バスと町が合意できれば運行経路の自
由度が大きく広がることになる。現在琴参バス側と特に採
算性の低い日中の運行の路線について路線を変更し、巡

回型へ変更できない
かなど協議を行なって
いる。関係機関の意見
等を頂きながら住民の
皆さんにとって利用し
やすい公共交通網を
構築していきたい。

路線バス

問
答

なまず
魚念岩付近（見通しが悪い大木の伐採）

常包　 恵 議員

羽間駅駐車場

羽間駅を
にぎわいの
場に…。

調理員の
採用を早く…。

住民の
移動負担を減ら
せないものか…。
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松下　一美 議員

空き家を
有効に使うには
どうすれば…。

松下　本町には、現在780軒余の空き家があり、将
来はさらに増えると思われる。火災等により放置され
周辺に悪影響を及ぼしているもの等は、空き家対策支
援制度で撤去できないか。今後の空き家の利活用はど
う考えている。
町長　老朽危険空き家除去支援事業は、国、県の基準
を満たせば交付され、補助金総額が160万円（国80万、
県40万、町40万）である。当事業は29年度から実
施している。29年度は１軒実施し、30年度は１軒の
予定である。放置された空き家の撤去は、法的専門家
の意見も聞きながら検討を行っていきたい。空き家の
有効活用は、不動産関係業者等と協議をして「空き家
等情報登録制度」が円滑に活用できるよう努めていき
たい。

県に要望する
早急に木の伐採を早急に木の伐採を

県道長尾丸亀線

観光マップ

問
答

空き家増加

問
答

　　　　　 なまず
松下　魚念岩付近は、
歩道も無く大木により
見通しも悪い。この付
近は、急カーブが多く、
車や歩行者、自転車に
とって危険であり、過
去には数件の重大事
故も発生している。昨
年６月定例会で整備を要望し、少しは改善されたが誰も
が安心して通行できる歩道の設置、木の伐採等のさらな
る整備を強く望む。
町長　昨年10月、側溝部分をガッターに変更、転落防
護のガードレールを設置するなど改善はおこなった。今後
県に対し、さらに未整備区域の事業化を要望していく。

専門家とも相談し、すすめたい
迷惑空き家の撤去を迷惑空き家の撤去を

京兼　観光資源の強
化を進め、地域活性
化につなげるため、
観光マップの見直し
状況、配布場所や
利用方法を問う。
町長　昨年末に町内
全域、町内の29ヶ所の観光施設や見どころ、文化財
などを説明した広域マップを作成し、役場をはじめ道
の駅や観光協会に置いている。また、近隣のＪＲ各駅
に置き公共交通機関で移動する観光客にも手にとって
活用してもらっている。

問
答 幅広い年齢層に観光情報の発信
観光マップの作成状況は観光マップの作成状況は

京兼　愛子 議員

三好　郁雄 議員

常包　町民との協働でまちづくり、計画作りには町民の
自主的な参加（公募）、女性の一層の参加が必要。情報
提供の一つとしてのホームページ改修計画は。
町長　公募制度の導入・条例化について、制定自治体の
状況を調査研究する。審議会の女性比率の不均衡解消
を目指す。現在のホームページは10年経過し新鮮味に欠
けているので、今年度内に更新予定。行政情報もできる
だけ公開していく。

複合的に考えていきたい
内容の見直を内容の見直を問

答

三好　①病院までの移動距離は地域により大きく異なる。
配布するタクシー券の枚数を調整するなどして運賃負担
の格差を解消できないか。デマンドタクシー以外の方法
も考えてはどうか。
②現在は医療機関への通院にしか利用できないが、買
い物など他の目的でも利用できるようにできないか。
町長 ①高齢化による交通弱者が増えていく中で、こ
のような事業の必要性は高くなっている。財政的な負担
も考慮して、利用者やタクシー事業者の意見も聞きなが
ら今後の在り方等について慎
重に判断したい。②通院以外
にも買い物支援対策等が必要
であることは十分認識してい
る。他の支援制度と合わせて
複合的に考えていきたい。

類似団体と比べて町全体の職員数は適正
課・職員数は適正か課・職員数は適正か

常包　正規職員、臨時職員数は適正か。近隣市町のよ
うに、正規職員で高卒者、障害者採用を。
町長　正規職員 217 名、臨時職員 293 名で類似団体
と比べて町全体の職員数は適正。臨時職員は特に教育関
係に多い。過去には初級職も採用していた。町の将来を担
う人材確保に向けて、他自治体の採用状況を参考に募集
要項を決定する。

福祉タクシー券

男女比率の不均衡解消を目指す

審議会委員に
　　女性の一層の参加を
審議会委員に
　　女性の一層の参加を問

答

町民協働のまちづくり＝子どもは町の宝もの＝

問
答

安全でおいしい給食提供は教委の責務
自校方式でおいしい給食継続、体制整備を自校方式でおいしい給食継続、体制整備を

常包　地産地消、食育等の観点から自校方式を継続す
るとともにその体制整備を。
教育長　自校方式であるため、子どもたちは調理員の顔を
見、調理の匂いを楽しみ、温かい昼ごはんを食べられる。安
全でおいしい給食の提供が教育委員会としての責務である。
町長　給食調理業務
は調理だけでなく食材
の発注、衛生管理、アレ
ルギー児への対応など
多岐にわたっている。調
理員の確保に苦労して
いるのが現状である。

問
答

水質検査が義務付けられている
浸出水による生活への影響はないか浸出水による生活への影響はないか

三好　隣町に設置されている廃棄物最終処分場は焼却
灰等が埋め立てられその上に花こう岩を乗せる、その繰
り返しで現在は巨大な山になっている。水は高いところ
から低い所に流れるため最終処分場からの浸出水がわ
が町の住民生活に悪影響を及ぼしていることはないか。
町長　香川県知事の許可を得て施設を設置していること、
また立ち入り検査を受けていることからその基準に沿った
方法により埋め立てていると思われる。埋立地からの浸出
水による地下水の水質への影響については水質検査を実
施することが義務付けられているため同施設においても
水質検査が行われその結果がホームページにおいて公表
されている。隣接町として検査結果を注視していきたい。

周辺環境

問
答

巡回型路線バスに変更して可能に
琴電羽間駅に停留所新設を琴電羽間駅に停留所新設を

京兼　琴電羽間駅の電車利用者の大半は、自動車使用
の方である。誰もが駅を利用できるように路線バス停留
所の新設を要望する。
町長　琴参バス炭所線が来年度から町単独補助の路線
になることから同バスと町が合意できれば運行経路の自
由度が大きく広がることになる。現在琴参バス側と特に採
算性の低い日中の運行の路線について路線を変更し、巡

回型へ変更できない
かなど協議を行なって
いる。関係機関の意見
等を頂きながら住民の
皆さんにとって利用し
やすい公共交通網を
構築していきたい。

路線バス

問
答

なまず
魚念岩付近（見通しが悪い大木の伐採）

常包　 恵 議員

羽間駅駐車場

羽間駅を
にぎわいの
場に…。

調理員の
採用を早く…。

住民の
移動負担を減ら
せないものか…。
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川原　 茂行 議員

鈴木　崇容 議員

町の農業を
盛り上げたい…。

ひまわりオイル
をもっと知って
ほしいな…。

住民を困らすイノシシパイプ配管が整った田んぼ

予算の有効
活用をせねば。

合田　町内には早期に修繕しなければならない道路な
どが多数ある。平成31年10月より消費税が10％にな
る予定であることから早期発注を心掛け、なるべく前
倒しでの予算執行をおこなうべきではないか。
町長　平成28年度から平成30年度までの3年間におい
ては、重点施策分として道路などの維持補修費に平成
27年度当初予算ベースに毎年5千万円の上乗せを実施し
てきた。平成31年度予算においては、まだ早期に修繕し
なければならない箇所があることなどから継続して予算
確保を計画している。消費税が10％になるまでに早期発
注を心掛けなるべく前倒しでの予算執行を考えている。

焼却処分を継続したい　
粉砕機械の導入を粉砕機械の導入を

イノシシ対策

消防団

問
答

来年度予算編成

問
答

合田　イノシシを止め刺し後、2、3時間すれば寄生して
いるダニが相当数でてくる。速やかで、確実な処理が必
要である。対策をどのように考えているのか。
町長　粉砕機は減容化装置、脱臭装置、冷凍庫、その他を
合わせて約2.000万円で、故障した時の修繕費用は予想
以上に高いとも聞いている。本町は、原則として捕獲地周
辺に埋設処理を
お願いしている。
現在の焼却施設
で処理可能な間
は焼却処分を継
続したい。土日に
ついては今後考
える。

ＰＲ促進グッズは十分に整っていない　
町のひまわりオイルを知ってもらうために町のひまわりオイルを知ってもらうために

ひまわりグッズ

問
答

白川　町のひまわりを広く知ってもらい、町が力を注い
でいるひまわりオイルの販売が増えるようなグッズを考
えてはどうか。
町長　町の公式イメージキャラクターである「まんテン
ちゃん」を使ってぬいぐるみや缶バッジ、クリアファイル
やメモ帳などのひまわり関連グッズなどで認知度を高め
たい。

なるべく前倒しでの
 　　予算執行を考えている

消費税が増額になる前に
　  より多くの予算執行を
消費税が増額になる前に
　  より多くの予算執行を

白川　近年の異常気象による災害、東南海地震などが
あり、消防団の活躍に期待することが多くなる。有事の
際はいち早く対処しなければなりません。自衛とか公設
とかの区別するのではなく命令系統は一つの方がいい
のではないか、統合する考えはあるか。
町長　公設消防
団は、消防組織
法に基づき、国
民の生命、身体
及び財産を火災
その他の災害か
ら防除し、及び
被害を軽減する
ことを目的にし
ている。身分も
地方公務員法や条例により補償や処分を受けるように
なる。自衛消防団は、地域住民の自主的な防災活動の
為に組織されている。町は組織の結成や育成強化に対
して補助金を交付し支援している。それぞれの組織が
役割分担、連携をとりながら地域の防災に努めている。

問
答 統合ではなく役割分担、連携を図る
自衛と公設を統合しては自衛と公設を統合しては

公設消防団の放水訓練（仲南地区）

必要な
ものは活用。
ムダは廃止。

白川　正樹 議員

合田　正夫 議員

鈴木　場所によると避難場所自体が土砂被害にあう可
能性がある所、建物自体の耐震補強ができていない所
があり、防災訓練通りに住民の方が避難してきても避
難場所が災害、被害の危険性がある為、本当に避難場
所が安全かどうかを今一度確認していただき、安全で
なければ別の場所に変える、お考えがあるのかご教示
ください。
町長　避難所や施設の地理的立地条件や構造の全てが
あらゆる災害に対応しているわけではないため、避難所
開設に当たっては、災害の種別、状況に応じて、被災が想
定される避難所は開設せず、その他の施設へ避難をして
いただくよう適切な対応を図る。

避難場所、建物の耐震性等、
　　　　　適切な対応をしたい

災害時の避難場所の見直し災害時の避難場所の見直し

川原　まんのう町の農業の将来を見るときには、ほ場
整備・満濃池からのパイプ配管をセットに考えなければ
いけない。
　準備段階で、町の再任雇用を含めた専従班を作るお
気持ちはあるか。話を５、６年前にしたことがあるが、そ
のときは、町長「つくる気持ちはない」と断わったが、
これから先の情勢を考えたときに、どうしても必要だと
思う。
　そこで再度伺いたい。町長は専従班をつくる気持ち
はあるか。
町長　今のまんのうの農業、ほ場整備・パイプ配管を
考えた場合、ほ場整備は必要不可欠だと思う。今から、
いろんな角度から調査し、専従班を作ることを検討した
い。

農業振興

問
答

検討したい
農業に特化した専従班を農業に特化した専従班を問

答

防災

様々な課題を解決し
　　将来のまちづくりを進める

個別計画策定に向けて取り組みを個別計画策定に向けて取り組みを

鈴木　まんのう町公共施設等総合管理計画の中に普通
会計で11億２千万円の財源不足と書いている。不足
が多額なうえ、公共施設も156ヶ所もあり今後、統
廃合を考えているのか、具体的な実施計画を早めにた
て委員会などをたちあげて深刻に考える事が大事だと
思う。
町長　多額の費用を要する公共施設等については全て
現状のまま保有し続けるのではなく、長期的な視野に
立って、人口推計や住民ニーズの変化を見据えた統廃
合や適正規模を検討する。

まんのう町公共施設運営

問
答
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川原　 茂行 議員

鈴木　崇容 議員

町の農業を
盛り上げたい…。

ひまわりオイル
をもっと知って
ほしいな…。

住民を困らすイノシシパイプ配管が整った田んぼ

予算の有効
活用をせねば。

合田　町内には早期に修繕しなければならない道路な
どが多数ある。平成31年10月より消費税が10％にな
る予定であることから早期発注を心掛け、なるべく前
倒しでの予算執行をおこなうべきではないか。
町長　平成28年度から平成30年度までの3年間におい
ては、重点施策分として道路などの維持補修費に平成
27年度当初予算ベースに毎年5千万円の上乗せを実施し
てきた。平成31年度予算においては、まだ早期に修繕し
なければならない箇所があることなどから継続して予算
確保を計画している。消費税が10％になるまでに早期発
注を心掛けなるべく前倒しでの予算執行を考えている。

焼却処分を継続したい　
粉砕機械の導入を粉砕機械の導入を

イノシシ対策

消防団

問
答

来年度予算編成

問
答

合田　イノシシを止め刺し後、2、3時間すれば寄生して
いるダニが相当数でてくる。速やかで、確実な処理が必
要である。対策をどのように考えているのか。
町長　粉砕機は減容化装置、脱臭装置、冷凍庫、その他を
合わせて約2.000万円で、故障した時の修繕費用は予想
以上に高いとも聞いている。本町は、原則として捕獲地周
辺に埋設処理を
お願いしている。
現在の焼却施設
で処理可能な間
は焼却処分を継
続したい。土日に
ついては今後考
える。

ＰＲ促進グッズは十分に整っていない　
町のひまわりオイルを知ってもらうために町のひまわりオイルを知ってもらうために

ひまわりグッズ

問
答

白川　町のひまわりを広く知ってもらい、町が力を注い
でいるひまわりオイルの販売が増えるようなグッズを考
えてはどうか。
町長　町の公式イメージキャラクターである「まんテン
ちゃん」を使ってぬいぐるみや缶バッジ、クリアファイル
やメモ帳などのひまわり関連グッズなどで認知度を高め
たい。

なるべく前倒しでの
 　　予算執行を考えている

消費税が増額になる前に
　  より多くの予算執行を
消費税が増額になる前に
　  より多くの予算執行を

白川　近年の異常気象による災害、東南海地震などが
あり、消防団の活躍に期待することが多くなる。有事の
際はいち早く対処しなければなりません。自衛とか公設
とかの区別するのではなく命令系統は一つの方がいい
のではないか、統合する考えはあるか。
町長　公設消防
団は、消防組織
法に基づき、国
民の生命、身体
及び財産を火災
その他の災害か
ら防除し、及び
被害を軽減する
ことを目的にし
ている。身分も
地方公務員法や条例により補償や処分を受けるように
なる。自衛消防団は、地域住民の自主的な防災活動の
為に組織されている。町は組織の結成や育成強化に対
して補助金を交付し支援している。それぞれの組織が
役割分担、連携をとりながら地域の防災に努めている。

問
答 統合ではなく役割分担、連携を図る
自衛と公設を統合しては自衛と公設を統合しては

公設消防団の放水訓練（仲南地区）

必要な
ものは活用。
ムダは廃止。

白川　正樹 議員

合田　正夫 議員

鈴木　場所によると避難場所自体が土砂被害にあう可
能性がある所、建物自体の耐震補強ができていない所
があり、防災訓練通りに住民の方が避難してきても避
難場所が災害、被害の危険性がある為、本当に避難場
所が安全かどうかを今一度確認していただき、安全で
なければ別の場所に変える、お考えがあるのかご教示
ください。
町長　避難所や施設の地理的立地条件や構造の全てが
あらゆる災害に対応しているわけではないため、避難所
開設に当たっては、災害の種別、状況に応じて、被災が想
定される避難所は開設せず、その他の施設へ避難をして
いただくよう適切な対応を図る。

避難場所、建物の耐震性等、
　　　　　適切な対応をしたい

災害時の避難場所の見直し災害時の避難場所の見直し

川原　まんのう町の農業の将来を見るときには、ほ場
整備・満濃池からのパイプ配管をセットに考えなければ
いけない。
　準備段階で、町の再任雇用を含めた専従班を作るお
気持ちはあるか。話を５、６年前にしたことがあるが、そ
のときは、町長「つくる気持ちはない」と断わったが、
これから先の情勢を考えたときに、どうしても必要だと
思う。
　そこで再度伺いたい。町長は専従班をつくる気持ち
はあるか。
町長　今のまんのうの農業、ほ場整備・パイプ配管を
考えた場合、ほ場整備は必要不可欠だと思う。今から、
いろんな角度から調査し、専従班を作ることを検討した
い。

農業振興

問
答

検討したい
農業に特化した専従班を農業に特化した専従班を問

答

防災

様々な課題を解決し
　　将来のまちづくりを進める

個別計画策定に向けて取り組みを個別計画策定に向けて取り組みを

鈴木　まんのう町公共施設等総合管理計画の中に普通
会計で11億２千万円の財源不足と書いている。不足
が多額なうえ、公共施設も156ヶ所もあり今後、統
廃合を考えているのか、具体的な実施計画を早めにた
て委員会などをたちあげて深刻に考える事が大事だと
思う。
町長　多額の費用を要する公共施設等については全て
現状のまま保有し続けるのではなく、長期的な視野に
立って、人口推計や住民ニーズの変化を見据えた統廃
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まんのう町公共施設運営

問
答
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町老連仲南地区スポーツ大会

成　人　式

公設消防団出初式（新入団員紹介）

絵手紙づくり（高篠ひばり会）

国保・介護保険・後期高齢者保険

大西　 豊 議員

集落営農法人の確保や
　　　　　　育成に取り組む

高齢化社会における
　　　持続可能な農業を
高齢化社会における
　　　持続可能な農業を

問
答

負担感が大きいことを理解している。
　　　関係機関へ強力に働きかける。

保険料が高く負担が大き過ぎる、
　　　　町独自の補助をすべき
保険料が高く負担が大き過ぎる、
　　　　町独自の補助をすべき

問
答

集落営農

小山　直樹 議員集落営農で取り組んでいる麦畑

保険料が
高すぎる…。

大西　町の基幹産業は農業。農業の振興が重要課題。
政府に於いても、TPP農業対策として国産農産物の強
化による食糧の安定供給、自給率向上、農家の減収を
補填する保険制度、集落営農の推進、即ち高齢化社会
における持続可能な農業をめざし取り組んでいる。この
集落営農は農業機械導入助成や機械の共同利用により
コストを抑え農地の集積と計画的な作付が効率的な作業
に繋がり、集落内の女性や高齢者の知恵、そして様々
な職業の専門的知識や技術を活用することで協働作業
が集落の絆を深める等、多くのメリットがある。今後、
香川県中讃農業改良普及センターやJA、香川県農地機
構との連携強化が急務だ。
町長　町内に設立された集落営農法人は、現在10の集
落営農法人が活動、徐々に組織化が進展、毎年増加し
ており、このような中、遊休農地の発生防止や農地の集
積を促進し農業の持続的な発展を図るためには、認定農
業者や新規農業者などの担い手のほかに、集落営農法
人の確保が必要、香川県農業改良普及センター、農地
機構、JAが中心になり、町農林課共に組織化に向け必
要な助言指導を集落に出向いて、行っており今後も可能
な限り支援を行い強力に推進する。

小山　町民のいのちと暮らしを守る『最後の砦』として、
高過ぎる保険料の軽減策として町独自の補助をすべき
だ。高齢者は特に負担が大き過ぎる。どの保険料も上
がり続けている。
町長　保険料が上昇傾向にあることは全国的な課題であ
り、保険者が連携して国・県など関係機関への要望を
行っているが、今後も要望活動を継続していきたい。

色々な助成制度がある。
それらを活用してほしい。

町内業者の景気対策は
　住宅リフォーム助成制度や
　店舗リニューアル助成制度だ

町内業者の景気対策は
　住宅リフォーム助成制度や
　店舗リニューアル助成制度だ

小山　町内の消費購買力の拡大こそ生活向上に直結す
る施策だ。隣の琴平町、善通寺市、三豊市などはすで
に制度がある。善通寺市では危険なブロック塀の撤去に
も補助金が出ている。
町長　住宅に関わる補助は現在でもいろいろある。店
舗の補助については要望は少ないと聞いている。

問

答

国や県の施策をすすめて行く

再生産が可能になる助成制度を
　　　　　考えないと衰退は進む
再生産が可能になる助成制度を
　　　　　考えないと衰退は進む

小山　「企業が一番活躍できる国づくり」を標榜する
国の農政は、食料の安全保障を放棄して自給率を低下
させ、日本農業の基本である家族農業を非効率と切り
捨て、農村の役割りを軽視し再生産できなくしてきた。
町政が守るべきだ。
町長　国や県がすすめている農業・林業政策を町民目
線ですすめて行く。

住宅リフォーム助成

農林業の振興

問
答

取
材
の
足
跡

町民のみなさん
取材にご協力ありがとうございます。

まんのう町HP議会情報　http://www.town.manno.lg.jp/gikai/

町議会は、どなたでも傍聴できます。
会議日程は、ホームページ、
告知放送でお知らせしています。

町議会へ行ってみよう！

議会の傍聴席（後方）

詳しくは議会事務局へ　

☎0877-73-0109

次回の定例会は
３月に

開催予定です。 農業振興が
重要課題だ。
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No.30 議会だより

議会から
こんにちは

No.22

打ち手を募集しています

　平成31年のスタート、１月６日、町内外
のイベントで活躍している「讃岐まんのう
太鼓保存会」の初打ち。日の出は見られま
せんでしたが、寒さを吹きとばすエネル
ギーに圧倒。
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新
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。
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同
、
元
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に
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な
る
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で
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編
集
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み
、
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民
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皆
様
に
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読
さ
れ
る
「
議
会
だ
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り
」
に
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努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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集
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報
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員
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●この議会だよりは、四国新聞販売株式会社に委託し、町内の全世帯に配布しています。
　配布についてのお問い合わせは、まんのう町議会事務局　TEL.（73）0109 まで
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地
域
へ
の
思
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を
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に
〜

ま
ん
の
う
町
四
条
地
区  　11

月
９
日
（
金
）、
四

条
公
民
館
に
て
、
朝
早

く
か
ら
館
長
さ
ん
と
、

四
条
地
区
母
子
愛
育
会

の
10
名
の
方
が
ゲ
ン
コ
ツ
飴
作
り
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
11
日
（
日
）
の
第
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回
四
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り

に
来
場
し
て
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だ
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る
方
に
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配
り
す
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、

小
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４
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で
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す
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の
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「
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来
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し
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」
と

嬉
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そ
う
に
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
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文
化
祭
の
当
日
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飴
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に

し
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子
ど
も
た
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の

方
々
の
笑
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目
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楽
し
く
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か
な
作

業
の
よ
う
す
を
取
材
さ
せ
て
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だ
き
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し
た
。

～美味しいゲンコツ飴づくり～


